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Q and A
Q: 集合 A が任意に与えられたとき，A ( B なる集合

B はつねに存在しますか? (集合を厳密に定義する
必要がありそうですが)
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Q and A
Q: 集合に関する命題について考えるとき，普遍集合を
想定して論証を進めることがある．その普遍集合は，
命題に出てくる集合すべての和集合を考えればよい
と感覚がある．それでは普遍集合として「自分自身
以外のすべての対象を含む集合」を考えることは可
能であるか？
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Q and A
Q: 演習で (A ∪B)−C = (A−C) ∪ (B−C) を証明す
る問題があり，この問題では普遍集合はあるものと
して扱いました．私はそれを仮定して解きました
(A−B = A ∩Bc を用いて解きました) が，普遍集
合を仮定しないで解けるのでしょうか。私は普遍集
合 U として U = A ∩B ∩ C とすればよいのではな
いかと思いました．上に関連した話ですが
A−B = A∩Bc と書けることから，上のように差集
合が現れる問題では自動的に普遍集合の存在を暗に
仮定してよいのでしょうか。
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Q and A
Q: 集合の演算において対称差

A4B = (A−B) ∪ (B −A) というものを導入して
いましたが，これは集合の集合に可換群の構造を入
れるように思いました．また
A ∩ (B4C) = (A ∩B)4(A ∩ C) が成り立つので，
積として「∩」を考えれば環構造も入るように考え
ましたがいかがでしょうか．このような代数構造を
考えることに利点などはありますでしょうか．
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写像
I f : X −→ Y

I f : X 3 x 7−→ y ∈ Y
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特別な写像
I 変換 f : X −→ X

I 恒等変換 idX : X 3 x 7−→ x ∈ X

I 関数 f : X −→ R (または C)

I 写像の制限 f : X → Y , A ⊂ X のとき
f |A : A 3 x 7→ f(x) ∈ Y .
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像・逆像
f : X −→ Y ; A ⊂ X, B ⊂ Y

I f(A) := {f(a) ; a ∈ A}

I f−1(B) := {x ∈ X ; f(x) ∈ B}
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